
第１回「市民の広場」を考えるワークショップ 実施結果概要 
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ママの部（子連れ参加可・託児サービス付） 

 

■概要  

【日時】 

・2022 年９月 29 日（木） 10：00～12：00 

【場所】 

・サンフレッシュ白河 会議研修室 

【参加者】 

・７名（託児サービス利用 3 名） 

【次第】 

1) 開始の挨拶  

2) ワークショップの具体的内容の説明 

・現状プランの説明、他事例の紹介、ワークショップの進め方 

3) ワークショップ（ディスカッション） 

・施設の使い方、それぞれの機能・配置について 

・広場と施設のつながりや広場について 

 

【事例紹介】 

・広場の事例（南池袋公園、ラゾーナ川崎イベント広場、品川シーズンテラス、小諸市

庁舎、甲府市庁舎、富岡市役所、みんなの森 ぎふメディアコスモス、松山市 花園町通

り、仙台市 定禅寺通り、かすみ市防災アリーナ） 

・インクルーシブ公園の事例（砧公園、海外事例） 

・水のある広場の事例（東京スカイツリー、熊本駅前広場、白河木場親水公園） 

 

【ワークショップ（ディスカッション）】 

 （総括） 

・広場については、子どもの遊び場やマルシェ、朝市、キャンプなど、子ども達の遊び

場機能＋イベント等の多目的機能を求める意見が挙がった。 

・屋外の広場だけでなく屋内の空間も広場として一体に使えるとよい（マルシェなどで）

という意見も挙がった。 

・子どもの遊び場としては、トランポリンやネット（網）などの遊具、水のある遊び場

やそれを見守る親のためのスペース（ベンチやカフェなど）について意見が挙がった。 

・施設の使い方としては、ベビーマッサージや親子フリー教室、カルチャースクールな

ど、各種教室の開催を求める意見が挙がった。 
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一般の部 

 

■概要  

【日時】 

・2022 年 10 月 01 日（土）13：30～15：30 

【場所】 

・白河市役所 ５階正庁 

【参加者】 

・12 名（一般応募者 7 名、市若手職員 5 名） 

【次第】 

1) 開始の挨拶 

2) ワークショップを開始するにあたり  

（複合施設基本設計検討委員会委員長 市岡綾子 日本大学工学部専任講師） 

3) ワークショップの具体的内容の説明 

・現状プランの説明、他事例の紹介、ワークショップの進め方 

4) ワークショップ（ディスカッション） 

・施設の使い方、それぞれの機能・配置について 

・広場と施設のつながりや広場について 

5) 全体報告 

・各グループの発表、その他自由意見 

【事例紹介】 

・広場の事例（南池袋公園、ラゾーナ川崎イベント広場、品川シーズンテラス、小諸市

庁舎、甲府市庁舎、富岡市役所、みんなの森 ぎふメディアコスモス、松山市 花園町通

り、仙台市 定禅寺通り、かすみ市防災アリーナ） 

・インクルーシブ公園の事例（砧公園、海外事例） 

・水のある広場の事例（東京スカイツリー、熊本駅前広場、白河木場親水公園） 

 

【ワークショップ（ディスカッション）】 

 （総括） 

・広場については、子どもだけではなく大人も遊べるような遊具の設置、踊りやお祭り、

マルシェ、キャンプなどのイベント機能、菜園・お花見など植栽計画に関する意見が挙

がった。 

・広場と複合施設の関係についての議論もあり、音楽関係やパブリックビューイングな

どの鑑賞機能の充実を求める意見が挙げられた。 

・その他の意見として、イベント時には、隣接する小峰通りや駅前広場など、複合施設

の広場との一体的な利用について提案があった。 

 


